
(57)【要約】

【課題】　裏板からの音に対する消音効果が大きい空気

調和機の外壁パネルを提供すること。

【解決手段】　圧延鋼板からなる表板１と、複数の貫通

穴２７を有するパンチングパネルからなる裏板２との間

に、ウレタン発泡樹脂からなる第１の消音部材５と、中

板４と、グラスウールからなる第２の消音部材６を配置

する。詳細には、上記第１の消音部材５の裏板２側に凹

部２５を形成し、この凹部２５の底面に中板４を配置し

、中板４と裏面２との間に第２の消音部材６を配置する

。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 表 板 （ １ ） と 、
　 複 数 の 貫 通 す る 開 口 部 を 有 す る 裏 板 （ ２ ） と 、
　 上 記 表 板 （ １ ） と 上 記 裏 板 （ ２ ） と の 間 に お け る 上 記 表 板 （ １ ） 側 に 配 置 さ れ た 第 １ の
消 音 部 材 （ ５ ） と 、
　 上 記 表 板 （ １ ） と 上 記 裏 板 （ ２ ） と の 間 に お け る 上 記 裏 板 （ ２ ） 側 に 配 置 さ れ た 第 ２ の
消 音 部 材 （ ６ ） と
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル に お い て 、
　 上 記 裏 板 （ ２ ） は 、 複 数 の 貫 通 穴 （ ２ ７ ） を 有 す る パ ン チ ン グ パ ネ ル で あ る こ と を 特 徴
と す る 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル に お い て 、
　 上 記 裏 板 は 、 網 目 部 材 を 有 し 、 こ の 網 目 部 材 の 網 目 が 、 上 記 開 口 部 を 形 成 す る こ と を 特
徴 と す る 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル に お い て 、
　 上 記 第 １ の 消 音 部 材 （ ５ ） と 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 （ ６ ） と の 間 に 中 板 （ ４ ） が 配 置 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル に お い て 、
　 上 記 第 １ の 消 音 部 材 （ ５ ） は 、 ウ レ タ ン 発 泡 樹 脂 か ら な り 、 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 （ ６ ）
は 、 グ ラ ス ウ ー ル か ら な る こ と を 特 徴 と す る 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル に お い て 、
　 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 （ ６ ） と 上 記 裏 板 （ ２ ） と の 間 に シ ー ト 部 材 （ ２ ９ ） が 配 置 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル に お い て 、
　 上 記 第 １ の 消 音 部 材 （ ５ ） は 、 ウ レ タ ン 発 泡 樹 脂 か ら な り 、 上 記 第 １ の 消 音 部 材 （ ５ ）
は 、 上 記 裏 板 （ ２ ） 側 に 凹 部 （ ２ ５ ） を 有 し 、 上 記 凹 部 （ ２ ５ ） の 周 辺 の 部 分 の 端 面 （ ３
０ ） は 、 上 記 裏 板 （ ２ ） に 接 触 し 、 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 （ ６ ） は 、 上 記 凹 部 （ ２ ５ ） 内 に
配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル と し て は 、 特 開 平 １ １ － ３ ５ １ ６ ０ ９ 号 公 報 （ 特 許 文 献
１ ） に 記 載 さ れ て い る も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル は 、 表 板 と 、 裏 板 と 、 グ ラ ス ウ ー ル 製 の 第 １ の 消 音 部 材 と
、 ウ レ タ ン 発 泡 樹 脂 製 の 第 ２ の 消 音 部 材 と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 第 １ の 消 音 部 材 は 、 略 直 方 体 の 形 状 を 有 し 、 上 記 表 板 と 上 記 裏 板 と の 間 に お け る 上
記 表 板 側 に 、 上 記 表 板 に 接 触 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 は 、
略 直 方 体 の 形 状 を 有 し 、 上 記 第 １ の 消 音 部 材 と 上 記 裏 板 と の 間 に 、 上 記 第 １ の 消 音 部 材 お
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よ び 上 記 裏 板 に 接 触 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル は 、 上 記 表 板 と 上 記 裏 板 と の 間 に 、 異 な る 二 つ の 消 音 部 材
、 す な わ ち 、 上 記 第 １ の 消 音 部 材 と 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 と を 配 置 す る こ と に よ り 、 消 音 性
能 を 向 上 さ せ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル は 、 内 部 か ら の 騒 音 が 裏 板 で 反 射 し
て 反 響 す る た め 、 消 音 効 果 が 低 い と い う 問 題 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ３ ５ １ ６ ０ ９ 号 公 報 （ 第 ７ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 課 題 は 、 裏 板 か ら の 音 に 対 す る 消 音 効 果 が 大 き い 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ
ネ ル を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 こ の 発 明 の 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル は 、
　 表 板 と 、
　 複 数 の 貫 通 す る 開 口 部 を 有 す る 裏 板 と 、
　 上 記 表 板 と 上 記 裏 板 と の 間 に お け る 上 記 表 板 側 に 配 置 さ れ た 第 １ の 消 音 部 材 と 、
　 上 記 表 板 と 上 記 裏 板 と の 間 に お け る 上 記 裏 板 側 に 配 置 さ れ た 第 ２ の 消 音 部 材 と
を 備 え る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 空 気 調 和 機 に よ れ ば 、 フ ァ ン 等 か ら 発 生 す る 騒 音 が 、 上 記 開 口 部 に 直 接 ま た は
間 接 に 露 出 し て い る 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 に よ っ て 、 効 果 的 に 吸 収 さ れ る 。 も し 、 裏 板 に 開
口 部 が 無 い と 、 裏 板 で フ ァ ン 等 の 騒 音 が 反 射 さ れ て 、 騒 音 を 十 分 に 低 減 で き な い の で あ る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 一 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル は 、 上 記 裏 板 が 、 複 数 の 貫 通 穴 を 有 す る パ
ン チ ン グ パ ネ ル で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 記 裏 板 が 、 複 数 の 貫 通 穴 を 有 す る パ ン チ ン グ パ ネ ル で あ る の
で 、 上 記 貫 通 穴 の 周 縁 か ら の 反 射 音 が 干 渉 し て 、 騒 音 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。 し た が
っ て 、 騒 音 の 抑 制 効 果 を 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 一 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル は 、 上 記 裏 板 が 、 網 目 部 材 を 有 し 、 こ の 網
目 部 材 の 網 目 が 、 上 記 開 口 部 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 記 裏 板 が 、 金 網 、 樹 脂 製 網 、 繊 維 網 等 の 網 目 部 材 を 有 す る の
で 、 上 記 網 目 か ら な る 開 口 部 の 開 口 面 積 大 き く す る こ と が で き て 、 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 の
裏 面 へ の 露 出 面 積 を 大 き く す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 騒 音 の 低 減 効 果 を 大 き く す る
こ と が で き る 。 ま た 、 上 記 裏 板 を 簡 単 安 価 に 製 造 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 一 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル は 、 上 記 第 １ の 消 音 部 材 と 上 記 第 ２ の 消 音
部 材 と の 間 に 中 板 が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 記 第 １ の 消 音 部 材 と 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 と の 間 に 中 板 が 配 置
さ れ て い る の で 、 こ の 中 板 で 音 を 遮 断 す る こ と が で き て 、 音 の 遮 音 効 果 を 更 に 向 上 さ せ る
こ と が で き る 。 ま た 、 上 記 第 １ の 消 音 部 材 と 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 と の 間 に 中 板 が 配 置 さ れ
て い る の で 、 上 記 第 １ の 消 音 部 材 と 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 を 望 む 位 置 に 正 確 に 配 置 で き て 、
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外 壁 パ ネ ル を 容 易 に 製 造 で き る と 共 に 、 上 記 第 １ の 消 音 部 材 と 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 と が 混
ざ り 合 う こ と を 防 止 で き て 、 外 壁 パ ネ ル の 劣 化 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 一 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル は 、 上 記 第 １ の 消 音 部 材 が 、 ウ レ タ ン 発 泡
樹 脂 か ら な り 、 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 が 、 グ ラ ス ウ ー ル か ら な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 記 裏 板 側 、 す な わ ち 、 フ ァ ン 等 の 騒 音 源 が 配 置 さ れ て い る 側
の 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 を 、 吸 音 効 果 が 大 き い グ ラ ス ウ ー ル か ら 構 成 し 、 表 板 側 の 上 記 第 １
の 消 音 部 材 を 、 ウ レ タ ン 発 泡 樹 脂 か ら 構 成 す る の で 、 第 ２ の 消 音 部 材 で 効 率 的 に 音 を 吸 収
し た 後 、 更 に 、 吸 収 で き な か っ た 音 を 第 １ の 消 音 部 材 で 吸 収 で き る 。 し た が っ て 、 騒 音 の
外 部 漏 れ を 更 に 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 一 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル は 、 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 と 上 記 裏 板 と の 間
に シ ー ト 部 材 が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 と 上 記 裏 板 と の 間 に シ ー ト 部 材 が 配 置 さ れ
て い る の で 、 第 ２ の 消 音 部 材 が 、 上 記 開 口 部 か ら 抜 け 出 た り 、 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 に ゴ ミ
等 が く っ つ く こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 一 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル は 、 上 記 第 １ の 消 音 部 材 が 、 ウ レ タ ン 発 泡
樹 脂 か ら な り 、 上 記 第 １ の 消 音 部 材 が 、 上 記 裏 板 側 に 凹 部 を 有 し 、 上 記 凹 部 の 周 辺 の 部 分
の 端 面 が 、 上 記 裏 板 に 接 触 し 、 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 が 、 上 記 凹 部 内 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 記 第 １ の 消 音 部 材 が 、 ウ レ タ ン 発 泡 樹 脂 か ら な り 、 上 記 第 １
の 消 音 部 材 が 、 上 記 裏 板 側 に 凹 部 を 有 し 、 上 記 凹 部 の 周 辺 の 部 分 の 端 面 が 、 上 記 裏 板 に 接
触 し て い る の で 、 上 記 ウ レ タ ン 発 泡 樹 脂 で 、 上 記 表 板 、 上 記 裏 板 を 一 体 に 接 着 す る こ と が
で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル に よ れ ば 、 フ ァ ン 等 か ら 発 生 す る 騒 音 を 、 上 記 開 口 部
に 直 接 ま た は 間 接 に 露 出 し て い る 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 に よ っ て 、 効 果 的 に 吸 収 で き て 、 裏
板 で フ ァ ン 等 の 騒 音 が 反 射 さ れ て 騒 音 が 反 響 す る こ と を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 一 実 施 形 態 の 外 壁 パ ネ ル に よ れ ば 、 上 記 裏 板 が 、 複 数 の 貫 通 穴 を 有 す る パ ン チ ン
グ パ ネ ル で あ る の で 、 上 記 貫 通 穴 の 周 縁 か ら の 反 射 音 が 干 渉 し て 、 騒 音 を 低 減 さ せ る こ と
が で き て 、 騒 音 の 抑 制 効 果 を 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 一 実 施 形 態 の 外 壁 パ ネ ル に よ れ ば 、 上 記 裏 板 が 、 金 網 、 樹 脂 製 網 、 繊 維 網 等 の 網
目 部 材 を 有 す る の で 、 上 記 網 目 か ら な る 開 口 部 の 開 口 面 積 大 き く す る こ と が で き て 、 上 記
第 ２ の 消 音 部 材 の 裏 面 へ の 露 出 面 積 を 大 き く す る こ と が で き 、 騒 音 の 低 減 効 果 を 大 き く す
る こ と が で き る 。 ま た 、 上 記 裏 板 を 簡 単 安 価 に 製 造 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 一 実 施 形 態 の 外 壁 パ ネ ル に よ れ ば 、 上 記 第 １ の 消 音 部 材 と 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 と
の 間 に 中 板 が 配 置 さ れ て い る の で 、 こ の 中 板 で 音 を 遮 断 す る こ と が で き て 、 音 の 遮 音 効 果
を 更 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 上 記 第 １ の 消 音 部 材 と 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 を 所 定
箇 所 に 正 確 に 配 置 で き て 、 外 壁 パ ネ ル を 容 易 に 製 造 で き る と 共 に 、 上 記 第 １ の 消 音 部 材 と
上 記 第 ２ の 消 音 部 材 と が 混 ざ り 合 う こ と を 防 止 で き て 、 外 壁 パ ネ ル の 劣 化 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 一 実 施 形 態 の 外 壁 パ ネ ル に よ れ ば 、 上 記 裏 板 側 、 す な わ ち 、 フ ァ ン 等 の 騒 音 源 が
配 置 さ れ て い る 側 の 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 を 、 吸 音 効 果 が 大 き い グ ラ ス ウ ー ル か ら 構 成 し 、
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表 板 側 の 上 記 第 １ の 消 音 部 材 を 、 ウ レ タ ン 発 泡 樹 脂 か ら 構 成 す る の で 、 第 ２ の 消 音 部 材 で
効 率 的 に 音 を 吸 収 し た 後 、 更 に 、 吸 収 で き な か っ た 音 を 第 １ の 消 音 部 材 で 吸 収 で き る 。 し
た が っ て 、 騒 音 の 外 部 漏 れ を 更 に 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 一 実 施 形 態 の 外 壁 パ ネ ル に よ れ ば 、 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 と 上 記 裏 板 と の 間 に シ ー
ト 部 材 が 配 置 さ れ て い る の で 、 第 ２ の 消 音 部 材 が 、 上 記 開 口 部 か ら 抜 け 出 た り 、 上 記 第 ２
の 消 音 部 材 に ゴ ミ 等 が く っ つ い て 、 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 の 消 音 性 能 が 低 下 す る こ と を 防 止
で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 一 実 施 形 態 の 外 壁 パ ネ ル に よ れ ば 、 上 記 第 １ の 消 音 部 材 が 、 ウ レ タ ン 発 泡 樹 脂 か
ら な り 、 上 記 第 １ の 消 音 部 材 が 、 上 記 裏 板 側 に 凹 部 を 有 し 、 上 記 凹 部 の 周 辺 の 部 分 の 端 面
が 、 上 記 裏 板 に 接 触 し て い る の で 、 上 記 ウ レ タ ン 発 泡 樹 脂 で 、 上 記 表 板 、 上 記 裏 板 を 一 体
に 接 着 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 図 示 の 形 態 に よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 外 壁 パ ネ ル は 、 表 板 １ と 、 裏 板 ２ と 、 樹 脂 製 の 外 枠 ３ と 、 中 板 ４ と 、 第 １ の 消 音 部
材 ５ と 、 第 ２ の 消 音 部 材 ６ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 表 板 １ は 、 圧 延 鋼 板 か ら 構 成 さ れ て い る 。 上 記 表 板 １ は 、 外 壁 パ ネ ル の 表 面 を 構 成
す る 本 体 部 ８ と 、 こ の 本 体 部 ８ の 周 辺 か ら 裏 板 ２ 側 に 略 直 角 に 折 れ 曲 が っ て い る 固 定 部 ９
と を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 一 方 、 上 記 裏 板 ２ は 、 複 数 の 貫 通 穴 ２ ７ を 有 す る パ ン チ ン グ パ ネ ル か ら 構 成 さ れ て い る
。 上 記 裏 板 ２ は 、 空 気 調 和 機 （ 図 示 せ ず ） の 本 体 側 に 配 置 さ れ て い る 。 上 記 裏 板 ２ は 、 本
体 部 １ ０ と 、 こ の 本 体 部 １ ０ の 縁 部 で 略 垂 直 に 折 れ 曲 が っ て い る 固 定 部 １ １ と を 有 す る 。
上 記 裏 板 の 本 体 部 １ ０ は 、 表 板 １ の 本 体 部 ８ と 略 平 行 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 外 枠 ３ は 、 断 面 ロ 字 形 状 の 外 面 ２ ５ を 有 し て い る 。 上 記 外 枠 ３ は 、 厚 さ 方 向 の 一 方
の 側 に 表 板 取 付 溝 を 有 し 、 他 方 の 側 に 裏 板 取 付 溝 を 有 し て い る 。 上 記 表 板 取 付 溝 に は 、 表
板 １ の 固 定 部 ９ が 圧 入 さ れ て お り 、 裏 板 取 付 溝 に は 、 裏 板 ２ の 固 定 部 １ １ が 圧 入 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 記 第 １ の 消 音 部 材 ５ は 、 ウ レ タ ン 発 泡 樹 脂 か ら な る 。 上 記 第 １ の 消 音 部 材 ５ は 、 表 板
１ と 裏 板 ２ と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 上 記 第 １ の 消 音 部 材 ５ は 、 表 板 １ の 略 内 面 全 面 に 接
着 し て い る 。 ま た 、 上 記 第 １ の 消 音 部 材 ５ は 、 裏 板 ２ 側 に 、 凹 部 ２ ５ を 有 し て い る 。 上 記
第 １ の 消 音 部 材 ５ の 凹 部 ２ ５ の 周 辺 部 の 端 面 ３ ０ は 、 裏 板 ２ に お け る 空 気 調 和 機 の 本 体 側
と 反 対 側 の 内 面 に 接 着 し て お り 、 上 記 周 辺 部 の 外 面 ３ ３ は 、 外 枠 ３ の 内 面 全 面 に 接 着 し て
い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 記 中 板 ４ は 、 圧 延 鋼 板 か ら 構 成 さ れ て い る 。 上 記 中 板 ４ は 、 凹 部 ２ ５ の 底 面 に 配 置 さ
れ て い る 。 上 記 中 板 ４ の 表 面 積 と 、 凹 部 ２ ５ の 表 面 積 は 、 略 等 し く な っ て い る 。 ま た 、 上
記 中 板 ４ は 、 表 板 １ の 本 体 部 ８ お よ び 裏 板 ２ の 本 体 部 １ ０ と 略 平 行 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 ６ は 、 吸 音 性 を 有 す る グ ラ ス ウ ー ル か ら 成 っ て い る 。 上 記 第 ２ の 消
音 部 材 ６ は 、 中 板 ４ と 裏 板 ２ と の 間 に 隙 間 な く 配 置 さ れ て い る 。 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 ６ の
裏 面 ２ 側 の 表 面 は 、 ク ロ ス 加 工 が さ れ て い る 。 す な わ ち 、 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 ６ の 裏 面 ２
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側 の 表 面 と 、 裏 板 ２ の 内 面 と の 間 に は 、 シ ー ト 部 材 の 一 例 と し て の ク ロ ス （ 布 ） ２ ９ が 配
置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 記 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル を 、 次 の よ う に 形 成 し て い る 。 先 ず 、 表 板 １ と
裏 板 ２ と の 間 の 夫 々 の 所 定 位 置 に 、 液 状 の ウ レ タ ン 発 泡 樹 脂 、 中 板 ４ お よ び グ ラ ス ウ ー ル
を 配 置 し た 後 、 表 板 １ お よ び 裏 板 ２ を 外 枠 ３ に 嵌 め 込 ん で 、 表 板 １ と 裏 板 ２ と の 間 を 外 枠
３ で 密 封 す る 。 次 に 、 上 記 液 状 の ウ レ タ ン 発 泡 樹 脂 を 発 泡 さ せ て 、 こ の 発 泡 し た ウ レ タ ン
発 泡 樹 脂 を 、 表 板 １ 、 裏 板 ２ 、 外 枠 ３ お よ び 中 板 ４ に 接 着 さ せ て 、 表 板 １ 、 裏 板 ２ 、 外 枠
３ お よ び 中 板 ４ を 一 体 化 し て 、 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル を 完 成 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ２ は 、 上 記 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル お よ び 従 来 の 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル
の 夫 々 に お け る 、 音 の 周 波 数 に 対 す る 、 上 記 夫 々 の パ ネ ル を 通 り 抜 け た 音 の 音 圧 レ ベ ル を
示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 尚 、 音 圧 レ ベ ル の 測 定 に 用 い た 従 来 の 外 壁 パ ネ ル は 、 次 に 示 す 外 壁 パ ネ ル で あ る 。 す な
わ ち 、 表 板 お よ び 裏 板 が 、 開 口 部 が な い 圧 延 鋼 板 か ら な り 、 表 板 と 裏 板 と の 間 の 表 板 側 に
、 略 直 方 体 の 形 状 の グ ラ ス ウ ー ル が 配 置 さ れ る と 共 に 、 こ の グ ラ ス ウ ー ル と 裏 板 と の 間 に
、 略 直 方 体 の 形 状 の ウ レ タ ン 発 泡 樹 脂 が 配 置 さ れ 、 か つ 、 上 記 グ ラ ス ウ ー ル と 上 記 ウ レ タ
ン 発 泡 樹 脂 が 中 板 を 介 さ ず に 直 接 接 触 し て い る 外 壁 パ ネ ル で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ２ に お い て 、 縦 軸 は 、 音 圧 レ ベ ル を 示 し 、 横 軸 は 、 周 波 数 を 示 し て い る 。 ま た 、 図 ２
に お い て 、 ▲ は 上 記 従 来 の 外 壁 パ ネ ル の 測 定 値 を 示 し 、 ● は 、 上 記 実 施 形 態 の 外 壁 パ ネ ル
の 測 定 値 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 全 般 的 に は 、 従 来 お よ び 上 記 実 施 形 態 の 外 壁 パ ネ ル の 両 方 に お い て
、 周 波 数 が 上 昇 す る に し た が っ て 、 音 圧 レ ベ ル が 低 下 し て お り 、 従 来 お よ び 上 記 実 施 形 態
の 両 方 と も 、 周 波 数 が 大 き い 音 に 対 す る 遮 音 効 果 が 大 き く な っ て い る 。 し か し な が ら 、 従
来 の 外 壁 パ ネ ル に お い て は 、 周 波 数 が ５ ０ ０ Ｈ ｚ か ら １ ｋ Ｈ ｚ に 増 加 す る に し た が っ て 、
音 圧 レ ベ ル も 増 加 し て お り 、 こ の こ と に 起 因 し て 周 波 数 が ５ ０ ０ Ｈ ｚ か ら ４ ｋ Ｈ ｚ の 範 囲
の 音 に 対 す る 消 音 効 果 が 低 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 一 方 、 上 記 実 施 形 態 の 外 壁 パ ネ ル に お い て は 、 １ ２ ５ Ｈ ｚ 以 上 の 周 波 数 の 音 に 対 し て 、
周 波 数 が 増 加 す る に し た が っ て 、 音 圧 レ ベ ル が 単 調 か つ 急 激 に 減 少 し て い る 。 こ の こ と か
ら 、 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル と し て 上 記 実 施 形 態 の 外 壁 パ ネ ル を 採 用 す れ ば 、 周 波 数 が ５
０ ０ Ｈ ｚ か ら ４ ｋ Ｈ ｚ の 範 囲 の 音 を 含 む 広 範 囲 な 周 波 数 の 音 に 対 し て 音 の 遮 音 効 果 を 大 き
く す る こ と が で き て 、 空 気 調 和 機 の フ ァ ン 等 で 発 生 し た 騒 音 が 空 気 調 和 機 の 外 部 に 漏 れ る
こ と を 従 来 よ り も 格 段 に 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 記 実 施 形 態 の 外 壁 パ ネ ル に よ れ ば 、 フ ァ ン 等 か ら 発 生 す る 騒 音 が 、 シ ー ト 部 材 と し て
の ク ロ ス （ 布 ） ２ ９ を 介 し て 貫 通 穴 ２ ７ に 間 接 的 に 露 出 し て い る 第 ２ の 消 音 部 材 ６ に よ っ
て 、 効 果 的 に 吸 収 さ れ る 。 も し 、 裏 板 に 開 口 部 が 無 い と 、 裏 板 で フ ァ ン 等 の 騒 音 が 反 射 さ
れ て 、 騒 音 を 十 分 に 低 減 で き な い の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 の 外 壁 パ ネ ル に よ れ ば 、 上 記 裏 板 ２ が 、 複 数 の 貫 通 穴 ２ ７ を 有 す る
パ ン チ ン グ パ ネ ル で あ る の で 、 上 記 貫 通 穴 ２ ７ の 周 縁 か ら の 反 射 音 が 干 渉 し て 、 騒 音 を 低
減 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 騒 音 の 抑 制 効 果 を 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 の 外 壁 パ ネ ル に よ れ ば 、 上 記 第 １ の 消 音 部 材 ５ と 第 ２ の 消 音 部 材 ６
と の 間 に 中 板 ４ が 配 置 さ れ て い る の で 、 こ の 中 板 ４ で 音 を 遮 断 す る こ と が で き て 、 音 の 遮
音 効 果 を 更 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 上 記 第 １ の 消 音 部 材 ５ と 第 ２ の 消 音 部 材 ６
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と の 間 に 中 板 が 配 置 さ れ て い る の で 、 第 １ の 消 音 部 材 ５ と 第 ２ の 消 音 部 材 ６ を 所 定 箇 所 に
配 置 で き て 、 外 壁 パ ネ ル を 容 易 に 製 造 で き る と 共 に 、 第 １ の 消 音 部 材 ５ と 第 ２ の 消 音 部 材
６ と が 混 ざ り 合 う こ と を 防 止 で き て 、 外 壁 パ ネ ル の 劣 化 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 の 外 壁 パ ネ ル に よ れ ば 、 上 記 裏 板 ２ 側 、 す な わ ち 、 フ ァ ン 等 の 騒 音
源 が 配 置 さ れ て い る 側 の 第 ２ の 消 音 部 材 ６ を 、 吸 音 効 果 が 大 き い グ ラ ス ウ ー ル か ら 構 成 し
、 表 板 １ 側 の 第 １ の 消 音 部 材 ５ を 、 ウ レ タ ン 発 泡 樹 脂 か ら 構 成 す る の で 、 第 ２ の 消 音 部 材
６ で 効 率 的 に 音 を 吸 収 し た 後 、 更 に 、 吸 収 で き な か っ た 音 を 第 １ の 消 音 部 材 ５ で 吸 収 で き
る 。 し た が っ て 、 騒 音 の 外 部 漏 れ を 更 に 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 の 外 壁 パ ネ ル に よ れ ば 、 上 記 第 ２ の 消 音 部 材 ６ と 裏 板 ２ と の 間 に シ
ー ト 部 材 と し て の ク ロ ス （ 布 ） ２ ９ が 配 置 さ れ て い る の で 、 第 ２ の 消 音 部 材 ６ が 、 上 記 開
口 部 か ら 抜 け 出 た り 、 第 ２ の 消 音 部 材 ６ に ゴ ミ 等 が く っ つ い て 、 第 ２ の 消 音 部 材 ６ が 汚 れ
た り 、 第 ２ の 消 音 部 材 ６ の 消 音 性 能 が 低 下 す る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 の 外 壁 パ ネ ル に よ れ ば 、 上 記 第 １ の 消 音 部 材 ５ が 、 ウ レ タ ン 発 泡 樹
脂 で あ り 、 第 １ の 消 音 部 材 ５ が 、 裏 板 ２ 側 に 凹 部 ２ ５ を 有 し 、 凹 部 ２ ５ の 周 辺 の 部 分 の 端
面 ３ ０ が 、 裏 板 ２ に 接 触 す る と 共 に 、 凹 部 ２ ５ の 周 辺 の 部 分 の 外 面 ３ ３ が 、 外 枠 ３ の 内 面
に 接 触 し て い る の で 、 ウ レ タ ン 発 泡 樹 脂 か ら な る 第 １ の 消 音 部 材 ５ で 、 表 板 １ 、 裏 板 ２ 、
お よ び 、 外 枠 ３ を 接 着 す る こ と が で き て 、 上 記 表 板 １ 、 裏 板 ２ 、 お よ び 、 外 枠 ３ を 容 易 に
一 体 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 尚 、 上 記 実 施 形 態 の 外 壁 パ ネ ル で は 、 上 記 裏 板 ２ と し て 、 複 数 の 貫 通 穴 ２ ７ を 有 す る パ
ン チ ン グ パ ネ ル を 採 用 し た が 、 こ の 発 明 の 外 壁 パ ネ ル で は 、 裏 板 と し て 、 パ ン チ ン グ パ ネ
ル の 代 わ り に 、 金 網 、 樹 脂 製 網 、 繊 維 網 等 の 網 目 部 材 を 有 す る 裏 板 を 採 用 し て も 良 い 。 こ
の 場 合 、 網 目 か ら な る 開 口 部 の 開 口 面 積 大 き く す る こ と が で き て 、 第 ２ の 消 音 部 材 の 裏 面
へ の 露 出 面 積 を 大 き く す る こ と が で き る の で 、 騒 音 の 低 減 効 果 を 大 き く す る こ と が で き る
。 ま た 、 上 記 裏 板 を 簡 単 安 価 に 製 造 で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 の 外 壁 パ ネ ル で は 、 上 記 中 板 ４ は 、 第 １ の 消 音 部 材 ５ の 凹 部 ２ ５ の
底 面 上 に 配 置 さ れ 、 外 枠 ３ に 固 定 さ れ な い 構 造 に な っ て い た が 、 こ の 発 明 の 外 壁 パ ネ ル で
は 、 中 板 は 、 周 囲 の 一 部 ま た は 全 部 が 外 枠 に 固 定 さ れ る 構 造 で あ っ て も 良 い 。 ま た 、 こ の
発 明 の 外 壁 パ ネ ル で は 、 中 板 を 省 略 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 の 外 壁 パ ネ ル で は 、 シ ー ト 部 材 と し て ク ロ ス （ 布 ） ２ ９ を 採 用 し た
が 、 こ の 発 明 の 外 壁 パ ネ ル で は 、 シ ー ト 部 材 と し て 、 紙 等 の ク ロ ス 以 外 の 厚 さ が 薄 い シ ー
ト 状 の 部 材 を 採 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 の 外 壁 パ ネ ル で は 、 第 １ の 消 音 部 材 ５ は 、 凹 部 ２ ５ を 有 し 、 凹 部 ２
５ の 周 辺 の 部 分 の 端 面 ３ ０ が 裏 板 ２ に 接 す る 構 造 で あ っ た が 、 こ の 発 明 の 外 壁 パ ネ ル で は
、 直 方 体 の 形 状 の 第 １ の 消 音 部 材 を 採 用 す る と 共 に 、 直 方 体 の 形 状 の 第 ２ の 消 音 部 材 を 採
用 し 、 こ れ ら の 消 音 部 材 を 、 表 板 と 裏 板 の 間 に 配 置 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 の 外 壁 パ ネ ル で は 、 第 １ の 消 音 部 材 を ウ レ タ ン 発 泡 樹 脂 か ら 構 成 す
る と 共 に 、 第 ２ の 消 音 部 材 を グ ラ ス ウ ー ル か ら 構 成 し 、 第 １ の 消 音 部 材 と 第 ２ の 消 音 部 材
を 、 異 な る 材 質 の 部 材 か ら 構 成 し た が 、 こ の 発 明 の 外 壁 パ ネ ル で は 、 第 １ の 消 音 部 材 と 第
２ の 消 音 部 材 を 同 じ 材 質 か ら 構 成 し て も 良 く 、 例 え ば 、 第 １ の 消 音 部 材 と 第 ２ の 消 音 部 材
を 共 に グ ラ ス ウ ー ル 等 か ら 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 の 外 壁 パ ネ ル で は 、 第 １ の 消 音 部 材 を ウ レ タ ン 発 泡 樹 脂 か ら 構 成 す
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る と 共 に 、 第 ２ の 消 音 部 材 を グ ラ ス ウ ー ル か ら 構 成 し た が 、 こ の 発 明 の 外 壁 パ ネ ル で は 、
第 １ の 消 音 部 材 を グ ラ ス ウ ー ル か ら 構 成 す る と 共 に 、 第 ２ の 消 音 部 材 を ウ レ タ ン 発 泡 樹 脂
か ら 構 成 し て も 良 い 。 ま た 、 こ の 発 明 の 外 壁 パ ネ ル で は 、 第 １ の 消 音 部 材 お よ び 第 ２ の 消
音 部 材 の 材 質 は 、 ウ レ タ ン 発 泡 樹 脂 お よ び グ ラ ス ウ ー ル 以 外 の 防 音 性 （ 消 音 性 ） を 有 す る
発 泡 樹 脂 、 樹 脂 、 あ る い は 、 ゴ ム で あ っ て も 良 い 。 ま た 、 こ の 発 明 の 外 壁 パ ネ ル の 表 板 の
表 面 形 状 は 、 矩 形 、 多 角 形 、 円 形 等 、 い な か る 形 状 で あ っ て も 良 い こ と は 勿 論 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 上 記 実 施 形 態 の 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ ル 、 お よ び 、 従 来 の 空 気 調 和 機 の 外 壁 パ ネ
ル の 夫 々 に お け る 、 音 の 周 波 数 に 対 す る 、 上 記 夫 々 の パ ネ ル を 通 り 抜 け た 音 の 音 圧 レ ベ ル
を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 １ 　 表 板
　 ２ 　 裏 板
　 ３ 　 外 枠
　 ４ 　 中 板
　 ５ 　 第 １ の 消 音 部 材
　 ６ 　 第 ２ の 消 音 部 材
　 ２ ５ 　 凹 部
　 ２ ７ 　 貫 通 穴
　 ２ ９ 　 ク ロ ス
　 ３ ０ 　 凹 部 の 周 辺 の 部 分 の 端 面
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